























有時丸が数奇のほどをあはれとやおぼしけん。 「日本国に歌道はやらば、そこも人にしられん物を」と仰らゝる時、丸が申さく、「丸は此はやらぬを幸と存ず。もしはやらば大名高家の人々われさきにと御意をえらるべし。 からばいつも間にか、わらはごときの者、御前へ出候べき」と申せし ば、此れ 尤なりと御かんあり 。
そして、正式に古今伝受を相伝することはなかったが、非公式に古
今伝受資料が見られる状態にすることがあった。



























	 百首などをよむに心持あり。三十首ばかりは古事来歴にてよむべし。それよりおほくは無用なり。是に准じて知るべし。十首には三 四首古事なども引き、古歌をも引くべし。我作意にてよ に くはなきなり。よみかたの口伝也。
一
	
	 よみ方の口伝百ばかりあり。書付けてな ぶん際限 なきことなり。我死なばたゆべきな
そして幽斎は、貞徳にも、三光院（三条西実枝）のことばを引用し
て、初心の時は、歌書を学ぶよりは、和歌を詠んで、師匠の添削を受けるのが良いと話している。
  「歌書の中になにを宗と見侍るべき」 と尋侍れば、 「いさとよ。和歌をよみ習には歌書はいらぬ事也。又いらぬ事かと思へば、後には一切経も用に立事なり。されども 「さしあたりて、初心の時は、たゞ歌を明暮 て、師匠の指南をうるにしかず 三光院殿の給し」と仰られき。
三条西実条が難しいことばを問うたのに対して幽斎は「あの手間に
て、歌を御見せなされよかし。かようの難義はみな物之本に しらるゝ物也。御心だて不器用なり」 と 「いたううめき給へり」 と う 和歌を学ぶには、まず自ら詠んだ和歌を師匠に添削し もら 、その後に歌書 ことが重要 と幽斎は考えていたのであろ 。そして、






じ内容の秘説を伝えたのであろうか。 『貞徳翁記』 には、 『古今和歌集』
54の「石ばしる滝なくもがな桜花手折りてもこむ見ぬ人のため」の解







聞書』 『伝心抄』 にも見られる古今伝受の講釈において継承された解釈であった。貞徳がその解釈に気付いて聞いたことにより「用ゐずにあらざるなり」と答えているが、貞徳が聞かなければ、貞徳 伝えることはなかったであろう。このよう 、貞徳が古今伝受を受けなかったことにより、幽斎から受け継げなかった解釈は他にもあると推定できる。貞徳が継承した秘説と、継承できなかった秘説については稿を改めて検討したい。注（
1）　「近世歌学書の中の「古今伝受」 （ 『歌神と古今伝受』平
30　
和泉書院
（
2）　
引用は日本古典文学大系による。
（
3）　
引用は歌学大系による。
（
4）　
引用は『近世随想集』による。
